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【 育てようとする資質や能力及び態度 】

①学習方法に関すること

３・４年 ・課題を見付けるともに、解決方法や手順を考え、見通し
をもって計画を立てる。
・情報を収集し、相手や目的に応じてわかりやすくまとめ
る。

５・６年 ・必要な情報を収集する方法を考えたり、情報から比較し
たり、関連付けたりして考える。
・学習の仕方や進め方を振り返り、学習や生活に生かそう
とする。

②自分自身に関すること

３・４年 ・目標をもち、課題解決に向けて、自分の意思で行動する。

５・６年 ・自分の将来を考え、生活や身近な地域の在り方について
考え、実践する。

③他者や社会とのかかわりに関すること

３・４年 ・他の人と協同しながら課題を解決する。
・地域の一員であることを意識しながら生活する。

５・６年 ・異なる意見や他の人の考えを受け入れる。
・課題の解決に向けて地域の活動に参加する。

「総合的な学習の時間」全体計画

【 総合的な学習の時間の目標 】

課題を追究する学習活動を通して、学習活動への関心・意欲・態度を高め、学び続ける

力やコミュニケーション能力、自己を見つめ直す力を育成する。

【 学 習 内 容 】

学習対象・学習事項

３年 アイヌの人たちが大切にして

いる文化（歌・舞踊）や価値を

対象に、アイヌ文化の伝統とよ
さについて学ぶ。

４年 アイヌの人たちが大切にして

いる文化（衣食住）や価値を対
象に、アイヌ文化の伝統とよさ

について学ぶ。

５年 アイヌの人たちが大切にして

いる文化（伝統行事）や価値を
対象に、アイヌ文化の伝統とよ

さについて学ぶ。

６年 アイヌの人たちが大切にして
いる文化や価値、歴史を対象に、

アイヌ文化の伝統とよさについ

て学ぶ。

【 学習活動 】

３年 アイヌの人た

ちの文化にふれ

る。（歌や踊り、

昔話）

４年 アイヌの人た

ちの文化を調べ

る。（アイヌ語

と衣食住）

５年 アイヌの人た

ちの伝統を調べ

る。（伝統行事

や文化財）

６年 アイヌの人た

ちの歴史を調べ

る。（差別や偏

見）

【 地域との連携 】

教育委員会が窓口となり、白

糠町アイヌ文化保存会と連絡調

整を行う。

【 小・中の連携 】

「アイヌ文化出前講座」の内

容が系統性のあるものとなるよ

う小・中学校の教諭が情報交換

を行う。

【 指導方法 】

３年 関心や意欲を

高めるため、体

験活動を重視す

る。

４年 関心や意欲を

高めるため、体

験活動を重視す

る。

５年 互いに学び合

う協同的な学習

の充実を図る。

６年 互いに学び合

う協同的な学習

の充実を図る。

【 学習の評価 】

３年 調べたい課題を

決め、学習の計画

を立てることがで

きる。

４年 調べたい課題を

設定し課題を解決

する方法を考える

ことができる。

５年 調べた内容やま

とめ方について、

工夫点に気付くこ

とができる。

６年 これまでの学習

をまとめ自分の生

き方を見つめるこ

とができる。

【 指導体制 】

３年 担任を中心に、複数の教

員による指導を行う。

外部講師（白糠アイヌ文

化保存会）との連携を図る。

４年 担任を中心に、複数の教

員による指導を行う。

外部講師（白糠アイヌ文

化保存会）との連携を図る。

５年 担任を中心に、複数の教

員による指導を行う。

外部講師（白糠アイヌ文

化保存会）との連携を図る。

６年 担任を中心に、複数の教

員による指導を行う。

外部講師（白糠アイヌ文

化保存会）との連携を図る。

【 各教科等との関連 】

主として、国語科と道徳の時

間との関連を図り、内容により

社会科、家庭科と関連付けた指

導を行う。

小学校

アイヌの人たちの歴史・文化等に関する学習
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アイヌの人たちの歴史・文化等に関する学習

「総合的な学習の時間」全体計画

【 総合的な学習の時間の目標 】

自ら課題を見付け、探究活動に主体的、創造的に取り組み、自己の生き方を考えること

ができる力を育てる。

【 育てようとする資質や能力及び態度 】

①学習方法に関すること

１年 ・目的に応じて手段を選択し、情報を収集する。
・相手や目的に応じて理論的に表現する。

２年 ・視点を定めて多様な情報を集め、分析する。
・複雑な問題の事実や関係をとらえ、考える。

３年 ・問題解決を目指してできごとを比較したり、原因や結果
を結び付けて考え、自分の考えをもつ。

②自分自身に関すること

１年 ・目標を明確にし、課題の解決に向けて計画的に行動する。

２年 ・自分の行為について責任をもち、意思決定する。

３年 ・自分の生活や地域の在り方を見直し、日常的に実践する。

③他者や社会とのかかわりに関すること

１年 ・互いのよさを生かし、協同して課題を解決する。

２年 ・異なる意見や他者の考えを受け入れ尊重する。

３年 ・課題の解決に向けて、協力して社会活動に参加する。

【 学 習 内 容 】

学習対象・学習事項

１年 アイヌの人たちが大切にして

いる文化や価値を対象に、アイ

ヌ文化の伝統とよさについて学

ぶ。

２年 アイヌの人たちが大切にして

いる文化や価値、歴史を対象に、

アイヌ文化の伝統とよさについ

て学ぶ。

３年 アイヌの人たちが大切にして

いる文化や価値、それを継承す

る取組を対象に、アイヌ文化の

伝統とよさについて学ぶ。

【 学習活動 】

１年 アイヌの人たち

の歴史と文化につ

いて小学校の学習

から考える。

２年 アイヌの人たち

の歴史と文化につ

いて社会科の学習

から考える。

３年 アイヌの人たち

の歴史と文化につ

いて人権問題から

考える。

【 地域との連携 】

教育委員会が窓口となり、白

糠町アイヌ文化保存会と連絡調

整を行う。

【 各教科等との関連 】

国語科との関連を中心とし、

社会科〔公民的分野〕や技術・

家庭科、特別活動、道徳の時間

との関連を図る。

【 小・中の連携 】

第１学年は小学校からの接続を踏ま

えた学習活動を行い、第３学年では、

小・中７年間の学習のまとめを意識

し、地域に発信する学習活動を行う。

【 指導方法 】

１年 実感を伴う体験

活動を重視すると

ともに、言語活動

の充実を図る。

２年 各教科等との関

連を図るとともに

協同的な学習の充

実を図る。

３年 各教科等との関

連を図るととも

に、言語活動の充

実を図る。

【 学習の評価 】

１年 学習や活動に意欲的

に取り組み、気付いた

ことやわかったことを

生かそうとする。

２年 互いの調査結果か

ら、複雑な問題の事実

や関係について考える

ことができる。

３年 情報を比較したり、

原因や結果を結び付け

て考えることができ

る。

【 指導体制 】

１年 学年所属の教師

を中心とし、外部

講師との連携を図

る。

２年 学年所属の教師

を中心とし、外部

講師及び外部施設

との連携を図る。

３年 学年所属の教師

を中心とし、外部

講師との連携を図

る。

中学校
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アイヌの人たちの歴史・文化等に関する学習

体験活動 アイヌの人たちの歌や踊り 時 数 ３時間

体験活動の ○ アイヌの人たちの歌や踊りの体験を通して、アイヌの人たちの歴史・文化等について興味・関

目標 心をもつことができる。

地域の人材 ○ 白糠アイヌ文化保存会による「アイヌ文化出前講座」を活用する。

について ※北海道教育委員会の北海道アイヌ教育相談員の活用

地域の施設 ○ 平取町立二風谷文化博物館

について ※古式舞踊が体験できる施設

(http://www.town.biratori.hokkaido.jp/biratori/nibutani/) の活用

□ 評価

時 間 ● 主な学習内容 ○ 人材、施設、資料等の活用

■ 指導上の留意点

１ ● 「アイヌの人たちの歴史・文化等」について知っている ○ 「ピラサ」のクイズを活用する。

ことを出し合い、アイヌの人たちに対する興味・関心を高 ■ アイヌの人たちの歴史・文化等

める。 は身近なものだが知らないことが

・アイヌの人たちの歴史・文化等に関するクイズをする。 多いことに気付かせ、体験への意

・地名にアイヌの人たちの言葉が使用されていることを知 欲を高める。

る。 □ 体験活動に意欲的に取り組み、

２～３ ● 「アイヌ文化出前講座」を実施し、歌や踊りなど、アイ 感じたことや考えたことを話し合

ヌの人たちの文化について体験する。 っている。

・歌や踊りについての説明を聞く ■ 音楽や体育の授業で学習した歌

・歌の体験～すわり歌（ウポポ）「イカムッカサンケ」「イ や踊りとの比較の視点をもたせる。

タサンカタ」など ○ 講師には、歌や踊りに込められ

・踊りの体験～輪踊り（ホリッパ、リムセ）など ているアイヌの人たちの思いにつ

いて触れてもらう。

・歌のことばが難しかった。 ■ 体験活動で感じたこと をワー

・あまり見たことのない楽器があった。 クシートに記入し、交流する。

・初めてだったけどうまく踊れた。

● 体験活動を通しての感想を発表する。

・アイヌの人たちの歌や踊りにはいろいろな意味がある

ことが分かりました。

第３学年

小学校

主題名 郷土を愛する心 内容項目Ｃ－（１６）

資料名 ①はあと・ふる１：アイヌの人たちの伝統的な楽器「ムックリ」
②「わたしたちの道徳」４－（５）きょう土を愛する心をもって

ねらい 地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛する心情を育てる。

体験活動 ①導入で、はあと・ふる１「アイヌの人たちの伝統的な楽器「ムックリ」
との関連 の写真を提示し、歌や踊りをを体験したときに感じたことを想起させる。

②終末で、「わたしたちの道徳」４－（５）ふるさとを愛した歌人（石川啄
木）を読む。

学習過程

特別の教科

道徳

（１時間）
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アイヌの人たちの歴史・文化等に関する学習

体験活動 アイヌの人たちの文化を知ろう 時 数 ３時間

体験活動の ○ アイヌの人たちの文化にかかわる様々な体験を通して、アイヌの人たちの文化等についての関

目標 心を高めることができる。

地域の人材 ○ 「アイヌ文化出前講座」を活用する。

について

地域の施設 ○ 特になし

について

□ 評価

時 間 ● 主な学習内容 ○ 人材、施設、資料等の活用

■ 指導上の留意点

１ ● 身近にある地名からアイヌ語に興味をもつ。 □ 体験活動に意欲的に参加

・「ピラサ」のアイヌ語会話を活用する。 している。

■ 体験活動で感じたことを

● 「アイヌ文化出前講座」を実施し、身近なアイヌ語を実際に話 メモするよう指導する。

す体験をする。 ○ 「ピラサ」

● 体験活動を通して感じたことをまとめる。 ■ メモをもとに、体験活動

を通して感じたことをまと

・地名にはアイヌ語に関係するものが多いんだね。 め、発表する。

・アイヌの人たちの文化をもっと知りたいな。

２・３ ● グループに分かれてアイヌの人たちの衣食について体験する。 □ 体験活動に意欲的に参加

・晴れ着を着たり、アイヌ文様について実際に書いたりする。 し、アイヌの人たちの文化

・アイヌの人たちの伝統的な料理を食べる。 に興味を高めている。

※グループを入れ替え、どちらも体験する。 ■ アイヌ文様や伝統的な料

理についての説明を行い、

● 感想を発表する。 自然と共生してきたアイヌ

の人たちの文化に対する興

・アイヌの人たちの生活についてもっと知りたいな。 味を深める。

・自分たちでもアイヌの人たちの伝統的な料理をつくって

みたいな。

第４学年

小学校

主題名 敬う気持ち 内容項目Ｄ－（２０）

資料名 ①はあと・ふる２「コタンに生きる」
②「わたしたちの道徳」３－（３）美しいものを感じて

ねらい 自然がもつ人間の力を超えた節理や力に感動する心情を養う。

体験活動 ①導入で、アイヌの人たちの文化についての体験を想起し、自然を大切に
との関連 するアイヌの人たちの生活について振り返る。

②展開で、はあと・ふる２「コタンに生きる」を読む。
③終末で、「わたしたちの道徳」３－（３）の「わたしたちの心が動くのは
感じる心があるから」を活用する。

学習過程

特別の教科

道徳

（１時間）
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アイヌの人たちの歴史・文化等に関する学習

体験活動 伝統的なアイヌ料理 時 数 ３時間

体験活動の ○ 伝統的なアイヌ料理の調理体験を通して、アイヌの人たちの文化についての関心を高めること

目標 ができる。

地域の人材 ○ 「アイヌ文化出前講座」を活用する。

について

地域の施設 ○ 特になし

について

□ 評価

時 間 ● 主な学習内容 ○ 人材、施設、資料等の活用

■ 指導上の留意点

１～２ ● 「アイヌ文化出前講座」を実施し、伝統的なアイヌ料理の調理 □ 体験活動に意欲的に参加

体験を行う。 している。

・「チェプ・オハウ」 ■ 休憩時、体験活動で感じ

たことをメモするよう指導

する。

３ ● 体験活動を通して感じたことをまとめる。

■ メモをもとに、体験活動

・他の伝統的なアイヌ料理を調べたり、つくってみたりした を通して感じたことをまとめ、

いと思った。 発表する。

・アイヌ料理を、また食べてみたい。

● 感想を発表する。

第５学年

小学校

学習過程

主題名 ふるさとの誇り 内容項目Ｃ－（１７）

資料名 ①「私たちの道徳」４－（７）郷土や国を愛する心を

ねらい 地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛する心情を育てる。

体験活動 ①導入で、伝統的なアイヌ料理の調理体験で感じたことを想起させる。
との関連 ②終末で、「私たちの道徳」４－（７）語りつぎ、受けつぐ日本らしさを読

む。

特別の教科

道徳

（１時間）
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アイヌの人たちの歴史・文化等に関する学習

体験活動 北海道アイヌ教育相談員の講話 時 数 ３時間

体験活動の ○ 講話を通して、アイヌの人たちの歴史や文化等についての関心を高めることができる。

目標

地域の人材 ○ 北海道アイヌ教育相談員を活用する。

について

地域の施設 ○ 特になし

について

□ 評価

時 間 ● 主な学習内容 ○ 人材、施設、資料等の活用

■ 指導上の留意点

１～２ ● 北海道アイヌ教育相談員の講話を聴く。 □ 講話を興味をもって聴い

・アイヌの人たちの歴史や文化について ている。

■ 講話を聴いて感じたこと、

質問したいことをメモする

よう指導する。

３ ● 講話を聴いて感じたことをまとめる。 ■ メモをもとに、講話を聴

いて感じたことをまとめ、

● 感想を発表する。 発表する。

・アイヌの人たちの歴史について、もっと知りたいと思っ

た。

・アイヌの人たちの生活やくらしは、どのように変化して

いったのだろう。

第６学年

小学校

学習過程

主題名 郷土を愛する心 内容項目Ｃ－（１７）

資料名 ①「私たちの道徳」４－（７）郷土や国を愛する心を

ねらい 地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛する心情を育てる。

体験活動 ①導入で、講話を聴いたときに感じたことを想起させる。
との関連 ②終末で、「私たちの道徳」４－（７）「語りつぎ、受けつぐ日本らしさ」

を読む。

特別の教科

道徳

（１時間）



- 82 -

アイヌの人たちの歴史・文化等に関する学習

体験活動 ムックリ（楽器）やサラニプ（袋）製作 時 数 ３時間

体験活動の ○ 楽器や袋を製作する体験を通して、自然とともに暮らしていたアイヌの人たちの生活や文化等

目標 について関心を高めることができる。

地域の人材 ○ 白糠アイヌ文化保存会による「アイヌ文化出前講座」を活用する。

について

地域の施設 ○ 特になし

について

学習過程
□ 評価

（時間）
● 主な学習内容 ○ 人材、施設、資料等の活用

■ 指導上の留意点

１～２ ● 「アイヌ文化出前講座」で楽器や袋を製作する。 □ 体験活動に意欲的に参加

・「ムックリ（楽器）」 している。

・「サラニプ（袋）」 ■ 体験活動後に感じたこと

をまとめ、発表することを

伝える。

３ ● 体験活動を通して感じたことをまとめる。 ■ アイヌの人たちが自然と

ともに暮らしていたことに

・ムックリの演奏は、自然の中の音をいろいろまねて組 着目させる。

み立てられているんだ。

・アイヌの人たちは、木の皮をはがすときに木が枯れな

いようにしていたんだね。

・自然とともに生きたアイヌの人たちの暮らしをもっと

知りたいと思った。

● 感想を発表する。

（

第１学年

中学校

主題名 自然を愛し、美しいものに感動する豊かな心 内容項目Ｄ－（２１）

資料名 ①はあと・ふる２（中学校用）「どろ亀さんの森づくり」
②「私たちの道徳」３－（２）美しいものへの感動と畏敬の念を

ねらい 自然と人間のかかわりについて考え、自然を愛し、その保全に努めようと
する態度を育てる。

体験活動 ①導入で「アイヌ文化出前講座」の体験活動で感じたことを想起させる。
との関連 ②展開前半で、はあと・ふる２（中学校用）「どろ亀さんの森づくり」を読

み、自然と人間のかかわりについて考えさせる。
③終末で、「私たちの道徳」３－（２）「私たちのために地球という星があ
るわけではありません。（大木聖子）」を読む。

特別の教科

道徳

（１時間）
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アイヌの人たちの歴史・文化等に関する学習

体験活動 北海道アイヌ教育相談員の講話 時 数 ３時間

体験活動の ○ 講話を通して、アイヌの人たちの歴史や文化等についての関心を高めることができる。

目標

地域の人材 ○ 北海道アイヌ教育相談員を活用する。

について

地域の施設 ○ 特になし

について

□ 評価

時 間 ● 主な学習内容 ○ 人材、施設、資料等の活用

■ 指導上の留意点

１～２ ● 北海道アイヌ教育相談員の講話を聴く。 □ 講話を興味をもって聴い

・アイヌの人たちの歴史や文化について ている。

■ 講話を聴いて感じたこと、

質問したいことをメモする

よう指導する。

３ ● 講話を聴いて感じたことをまとめる。 ■ メモをもとに、講話を聴

いて感じたことをまとめ、

● 感想を発表する。 発表する。

・北海道の開拓とアイヌの人たちのかかわりについて、調

べたいと思います。

・北海道に暮らすアイヌの人たちの歴史について知りたい

と思った。

第２学年

中学校

学習過程

主題名 郷土を愛する心 内容項目Ｃ－（１６）

資料名 ①「私たちの道徳」４－（８）ふるさとの発展のために

ねらい 郷土の先人に対する尊敬と感謝の念を深め、郷土の発展に努める態度を育
てる。

体験活動 ①導入で、講話を聴いたときに感じたことを想起させる。
との関連 ②終末で、「私たちの道徳」４－（８）メッセージ（「ふるさと」に寄せる

短い手紙）を読む。

特別の教科

道徳

（１時間）
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単 元 名 ・アイヌの人たちの歴史と文化 時 数 １０時間

単元の目標 ・アイヌの人たちの歴史を踏まえ、調査活動やまとめる活動を通して地域の在り方について自分の

考えをもつことができる。

生徒の実態 ・自分の課題を明確にしながら、友だちのよさや助言を参考にして探究活動に意欲的に取り組み、

発信しようとする様子が見られる。

・これまでの学習をもとに、アイヌの人たちの歴史と文化について、課題を明確にするとともに、

課題解決に向けて自分にできることを考えようとしている。

育てようとす １ 学習方法に関すること ２ 自分自身に関すること ３ 他者や社会とのかかわりに関する
る資質や能力 こと
及び態度

①課題の解決を目指して、で ①自分の生活や地域の在り方 ①課題の解決に向けて、協力して社会
きごとを比較したり、原因 を見直し、日常的に実践す 活動に参加する。
や結果を結び付けて考え、 る。
自分の考えをもつ。

前学年との関 ・第２学年では、社会科〔歴史的分野〕との関連を図り、アイヌの人たちの歴史について、理解を
連について 深めている。

教材について ・対応表「中学校社会」及び「中学校総合」（北海道教育委員会）を参照

・「ピラサ」（北海道教育委員会）

・「ポン カンピソシ」（北海道立アイヌ民族文化研究センター）

・「北大河・テツシ～松浦武四郎マップ～」（北海道上川振興局政策部地域政策課）

地域の人材に ・白糠アイヌ文化保存会「アイヌ文化出前講座」

ついて

地域の施設に ○ 特になし

ついて

□ 評価

時 間 ● 主な学習内容 ○ 人材、施設、資料等の活用

■ 指導上の留意点

１～２ ● アイヌの人たちの生き方の現在と昔の違いについて知 □ 出前講座やＤＶＤの視聴な

り、自分のこれからの生活を考える。 どを通し、学習への意欲を高め、

・第２学年の学習を振り返り、第３学年の学習に見通しを 進んで学習に取り組んだり調べ

もつ。 ようとしている。（１－①）

・対応表「中学校社会」及び「中学校総合」を参照し、ア ○ 対応表「中学校社会」、「中学

イヌの人たちの現在について知る。 校総合」を参照。

● 「アイヌ文化出前講座」を実施し、アイヌ民族の伝統や ■ 社会科との関連を図る。

文化の過去・現在・未来についての講話を聞き課題を設定 ■ これまでの学習を踏まえ、

する。 自分たちの将来や町の在り方に

・「北大河・テツシ～松浦武四郎マップ～」から松浦武四 ついて考えるよう助言する。
郎の足跡と出会った当時のアイヌの人たちの暮らしを調

べる。

第３学年 「総合的な学習の時間」単元指導計画

課 題 の 設 定

中学校

学習過程

アイヌの人たちの歴史・文化等に関する学習
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□ 評価

時 間 ● 主な学習内容 ○ 人材、施設、資料等の活用

■ 指導上の留意点

○ 白糠アイヌ文化保存会によ

・アイヌの人たちの伝統的な儀礼が復活した理由を知り る「アイヌ文化出前講座」を活

たい。 用する。

・アイヌの人たちの文化を受け継ぎ、ミンタラなどが各 ○ 「ピラサ」20～22号

地で行われている理由を調べよう。 ○ 「ポン カンピソシ２～５、

・現代風にアレンジされたアイヌ文様が、私たちの日常 ７、８」

にも使われているか調べたい。 ■ 問題を序列化して課題を設

定する。

□ これまでの学習や出前講座な

どから課題を設定している。

アイヌの人たちの昔と今の生活の違いについて考え、私 （１－①）

たちの町のこれからについて考えよう。 ○ 対応表「中学校社会」及び

「中学校総合」を参照する。

■ 社会科との関連を図る。
● 自分の課題を設定する。

・アイヌ文化の新たな広がり

・白糠や北海道に住むアイヌ民族の現在

・他の国や地域の先住民族とアイヌ民族 など

■ インターネット等で情報を

３～６ ● 様々な資料やインターネットから課題追究を行ったり、 収集する。

追究結果について他の人から意見を聞いたりするなど、見 □ 課題を解決するために追究

直しや修正を行いながら課題を解決する。 活動を行い、できごとを比較し

たり、原因や結果を結び付けて

考えている。（１－①）

■ カードで整理・分析する。

■ 「ビフォー・アフター」の

７～８ ● 調査結果を基に、これからの町づくりの思いが伝わるよ 視点で整理・分析する。

うに情報を整理する。 □ 課題を解決するために追究

● 中学生にできること、これからの私たちにできることな 活動を行い、できごとを比較し

どの観点から調べたことを分析する。 たり、原因や結果を結び付けて

● 小グループでの発表会を通して代表を選び、協力しなが 考えている。（１－①）
ら原稿の内容を修正する。

整 理 ・ 分 析

情 報 の 収 集

主題名 地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し、郷土の発展に努めよ
うとする道徳的実践意欲を育てる 内容項目Ｃ－（１６）

資料名 ①はあと・ふる１「アイヌの人たちの伝統的な古式舞踊『サロルン チ
カプ リムセ』（鶴の舞）」
②「私たちの道徳」４－（８）ふるさとの発展のために

ねらい 日本人としての自覚をもって国を愛し、国家の発展のために努めるとと
もに、優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献する。

体験活動 ①導入ではあと・ふる１「アイヌの人たちの伝統的な古式舞踊」の写真
との関連 を提示し、「アイヌ文化出前講座」で学んだアイヌ民族の文化や伝統、

未来についての話を想起させる。
②終末で、「私たちの道徳」４－（８）メッセージ（「ふるさと」によせ
る短い手紙）を読む。

学習過程

特別の教科

道徳

（１時間）

アイヌの人たちの歴史・文化等に関する学習


